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専 攻 科

○修了認定の方針（ディプロマ・ポリシー）

Ⅰ．養成する人材像

多様な価値観と世界的視野を持ち、高度化・多様化する先端技術に対応

できる実践的かつ創造力豊かな開発型技術者

Ⅱ．ディプロマ・ポリシー

１．生産システム工学専攻のディプロマ・ポリシー

養成する人材像をもとに、下記の能力及び姿勢を身につけ、所定の単

位を修得した学生に対して、修了を認定する。

（Ａ）多様な価値観を理解できる協働性を持ち、世界的視野で物事を考

えることができる能力

（Ｂ）社会や自然に関わる科学的知識、融合複合分野に関する基礎的知

識及び専門分野における基盤知識を活用できる能力

（Ｃ）科学技術分野における諸課題について、主体的に計画して取り組

み、知識を統合・発展させて解決できる能力

（Ｄ）論理的な思考力、記述力、成果発表と議論の能力及び国際的コミ

ュニケーション能力

２．コースのディプロマ・ポリシー

機械・制御コース

生産システム工学専攻のディプロマ・ポリシーに加え、機械・制

御コースは、その目標とする人材を育成するため、以下に掲げる能

力を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、修了を認定す

る。

（１）機械工学及び制御工学に関する体系的な専門知識と技術

（２）機械、メカトロニクス、材料工学等の応用技術

（３）機械、メカトロニクス、材料工学等の視点に立って産業界に

おける役割を理解し、工学的課題解決に向け能動的かつ計画的

に取り組むことのできる実践的能力

電気電子・情報コース

生産システム工学専攻のディプロマ・ポリシーに加え、電気電子・

情報コースは、その目標とする人材を育成するため、以下に掲げる

能力を身につけ、所定の単位を修得した学生に対して、修了を認定

する。

（１）電気・電子工学及び情報工学に関する体系的な専門知識と技
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（１）応用化学に関する体系的な専門知識と技術
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 図書広報室長

 電気・電子コース長

 化学・生物コース長

 電気電子・情報コース長

 企画･連携係長

 図書情報係長

 人事係長

 総務係長

 技術第一班班長

 技術第二班班長

 寮務係長

 教育研究技術支援センター長

 国際交流支援室長
 技術第三班班長

 財務係長

 用度係長

 施設係長

 教務係長

学生課長  学生係長課長補佐

事務部長 総務課長

 地域連携センター長

         副校長
 （研究・地域連携担当）

 情報メディアセンター長

保健センター長 副センター長
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 機械コース長
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副校長

（教務担当）
 情報コース長

 総務主事補

 機械・制御コース長

専攻科長

副校長
（専攻科担当）  応用化学コース長

学校運営組織図

教務主事  副教務主事

副校長
（教務担当）  教務主事補

技術長

学生主事  副学生主事

課長補佐
（財務・施設担当）

課長補佐
（総務担当）

 基盤教育グループ長

副校長
（学生担当）  学生主事補

寮務主事  副寮務主事

副校長
（寮務担当）  寮務主事補

 寮　　  監

総務主事  副総務主事

副校長
（総務担当）
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 図書広報室長

 電気・電子コース長

 化学・生物コース長

 電気電子・情報コース長

 企画･連携係長

 図書情報係長

 人事係長

 総務係長

 技術第一班班長

 技術第二班班長

 寮務係長

 教育研究技術支援センター長

 国際交流支援室長
 技術第三班班長

 財務係長

 用度係長

 施設係長

 教務係長

学生課長  学生係長課長補佐

事務部長 総務課長

 地域連携センター長

         副校長
 （研究・地域連携担当）

 情報メディアセンター長

保健センター長 副センター長

校　長
 機械コース長

創造工学科長

（教務主事）
副校長

（教務担当）
 情報コース長

 総務主事補

 機械・制御コース長

専攻科長

副校長
（専攻科担当）  応用化学コース長

学校運営組織図

教務主事  副教務主事

副校長
（教務担当）  教務主事補

技術長

学生主事  副学生主事

課長補佐
（財務・施設担当）

課長補佐
（総務担当）

 基盤教育グループ長

副校長
（学生担当）  学生主事補

寮務主事  副寮務主事

副校長
（寮務担当）  寮務主事補

 寮　　  監

総務主事  副総務主事

副校長
（総務担当）
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（令和6年度　第1・2学年に係る教育課程）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

計 算 機 構 成 論 *（一）

ソ フ ト ウ ェ ア 演 習 Ⅲ

アドバンストテクノロジー *（一）

ロ ボ ッ ト 工 学

シ ス テ ム 制 御 *（一）

医 療 福 祉 機 器 工 学

コンピュータビジョン *（一）

デ ジ タ ル 通 信 *（一）

制 御 工 学

情 報 数 学 *（一） Ⅱ

　*印は学則第１３条３項に基づく学修単位

　*(一) は講義、*(二)は演習、ゼミ、*(三)は実験、実習である

必
修
科
目

選
　
択
　
科
　
目

履　　修　　単　　位　　数

履 修 可 能 単 位 数

専　　　門　　　科　　　目

創　　　造　　　工　　　学　　　科　　　（　Ｉ　Ｔ　ソ　フ　ト　ウ　ェ　ア　分野　）

区
分

授　業　科　目 単位数
学 年 別 履 修 単 位 数

備　考
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（令和6年度　第1・2学年に係る教育課程）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

計 算 機 構 成 論 *（一）

ソ フ ト ウ ェ ア 演 習 Ⅲ

アドバンストテクノロジー *（一）

ロ ボ ッ ト 工 学

シ ス テ ム 制 御 *（一）

医 療 福 祉 機 器 工 学

コンピュータビジョン *（一）

デ ジ タ ル 通 信 *（一）

制 御 工 学

情 報 数 学 *（一） Ⅱ

　*印は学則第１３条３項に基づく学修単位

　*(一) は講義、*(二)は演習、ゼミ、*(三)は実験、実習である

必
修
科
目

選
　
択
　
科
　
目

履　　修　　単　　位　　数

履 修 可 能 単 位 数

専　　　門　　　科　　　目

創　　　造　　　工　　　学　　　科　　　（　Ｉ　Ｔ　ソ　フ　ト　ウ　ェ　ア　分野　）

区
分

授　業　科　目 単位数
学 年 別 履 修 単 位 数

備　考

（令和6年度　第1・2学年に係る教育課程） （令和6年度 第3・4・5学年に係る教育課程）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年

画 像 処 理 *(一)

ア ル ゴ リ ズ ム 演 習

アドバンストテクノロジー *（一）

ロ ボ ッ ト 工 学 *(一) Ⅱ

シ ス テ ム 制 御 *（一）

水 力 学

情 報 通 信 工 学 *(一)

実 践 情 報 処 理

医 療 福 祉 機 器 工 学

　*印は学則第１３条３項に基づく学修単位

　*(一) は講義、*(二)は演習、ゼミ、*(三)は実験、実習である

専　　　門　　　科　　　目

選
　
択
　
科
　
目

履 修 可 能 単 位 数

必
修
科
目

履　　修　　単　　位　　数

創　　　造　　　工　　　学　　　科　　　（　Ｉ　Ｔ　ソ　フ　ト　ウ　ェ　ア　分野　）

区
分

授　業　科　目 単位数
学 年 別 履 修 単 位 数

備　考
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（令和６年度 専攻科第1学年に係る教育課程） 

前期 後期 前期 後期

総 合 実 践 英 語 Ⅰ 　

総 合 実 践 英 語 Ⅱ

小　　計

地 域 政 策 論 　

環 境 社 会 学

日 本 学 特 論

小　　計

総 合 技 術 論

実 践 的 デ ザ イ ン 工 学 実 習

応 用 代 数

物 理 学 特 論

創 造 工 学 実 習

技 術 者 倫 理

専 攻 科 研 究 Ⅰ

専 攻 科 研 究 Ⅱ

専 攻 科 実 験 　

小　　計

イ ン タ ー ン シ ッ プ

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ 3～4

応 用 解 析 特 論

固 体 物 理 学

デ ー タ 解 析

経 営 工 学

数 値 計 算

安 全 工 学

小　　計 14以上

44以上 19以上 11以上 8以上 6以上

一
　
般
　
科
　
目

必
修
科
目

3～4

14以上

開　設　単　位　合　計

開　設　単　位　合　計

専
　
門
　
科
　
目

３科目以上
修得すること

どちらかを必ず
修得すること

必
修
選
択
科
目

必
修
科
目

１科目以上
修得すること

選
択
科
目

別表第４

学年・学期別割当

専　攻　科（生産システム工学専攻）

備　　考２年

一般科目・共通専門科目（各コース共通）

１年
区
分

必修
選択
の別

単位数授　業　科　目
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（令和６年度 専攻科第1学年に係る教育課程） 

前期 後期 前期 後期

総 合 実 践 英 語 Ⅰ 　

総 合 実 践 英 語 Ⅱ

小　　計

地 域 政 策 論 　

環 境 社 会 学

日 本 学 特 論

小　　計

総 合 技 術 論

実 践 的 デ ザ イ ン 工 学 実 習

応 用 代 数

物 理 学 特 論

創 造 工 学 実 習

技 術 者 倫 理

専 攻 科 研 究 Ⅰ

専 攻 科 研 究 Ⅱ

専 攻 科 実 験 　

小　　計

イ ン タ ー ン シ ッ プ

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ 3～4

応 用 解 析 特 論

固 体 物 理 学

デ ー タ 解 析

経 営 工 学

数 値 計 算

安 全 工 学

小　　計 14以上

44以上 19以上 11以上 8以上 6以上

一
　
般
　
科
　
目

必
修
科
目

3～4

14以上

開　設　単　位　合　計

開　設　単　位　合　計

専
　
門
　
科
　
目

３科目以上
修得すること

どちらかを必ず
修得すること

必
修
選
択
科
目

必
修
科
目

１科目以上
修得すること

選
択
科
目

別表第４

学年・学期別割当

専　攻　科（生産システム工学専攻）

備　　考２年

一般科目・共通専門科目（各コース共通）

１年
区
分

必修
選択
の別

単位数授　業　科　目

（令和６年度 専攻科第２学年に係る教育課程） 

前期 後期 前期 後期

総 合 実 践 英 語 Ⅰ 　

総 合 実 践 英 語 Ⅱ

小　　計

地 域 政 策 論 　

環 境 地 理 学 特 論

日 本 学 特 論

小　　計

総 合 技 術 論

実 践 的 デ ザ イ ン 工 学 実 習

応 用 代 数

物 理 学 特 論

創 造 工 学 実 習

技 術 者 倫 理

専 攻 科 研 究 Ⅰ

専 攻 科 研 究 Ⅱ

専 攻 科 実 験 　

小　　計

イ ン タ ー ン シ ッ プ

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ 3～4

応 用 解 析 特 論

固 体 物 理 学

デ ー タ 解 析

経 営 工 学

数 値 計 算

安 全 工 学

小　　計 14以上

44以上 21以上 13以上 6以上 4以上開　設　単　位　合　計

必
修
科
目

選
択
科
目

専
　
門
　
科
　
目

必
修
科
目

必
修
選
択
科
目

どちらかを必ず
修得すること

3～4

３科目以上
修得すること

14以上

一
　
般
　
科
　
目

別表第４

専　攻　科（生産システム工学専攻）

一般科目・共通専門科目（各コース共通）

区
分

必修
選択
の別

授　業　科　目 単位数

学年・学期別割当

備　　考１年 ２年

１科目以上
修得すること

開　設　単　位　合　計
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Ⅳ 図書館／センター

図書館（図書広報室）

情報メディアセンター

図
書
館
╱
セ
ン
タ
ー





鶴岡工業高等専門学校図書広報室図書利用規則

制 定 令和６年３月３１日

（趣旨）

第１条 図書広報室における図書の利用については、この規則の定める

ところによる。

（利用者資格）

第２条 図書広報室の図書を利用できる者は、次に掲げるものとする。

一 本校の教職員及び学生

二 図書広報室の利用を申し出た一般の利用者（以下「一般利用者」

という。）

（利用証の交付）

第３条 教職員及び学生には、図書広報室利用証（以下「利用証」とい

う。）を交付する。

２ 図書の退出を希望する一般利用者には、申請により利用証を交付す

る。なお、申請に当たっては、住所、氏名、連絡先等の確認できる資

料を提示して行うものとする。

（開館日及び開館時間）

第４条 図書広報室は、日曜日、国民の祝日に関する法律第３条に掲げ

る休日、１２月２９日から翌年の１月３日までを除き開館する。

２ 図書広報室の開館時間は、次のとおりとする。

一 月曜日から金曜日 ８時３０分から１９時まで

（長期休業期間中は１７時まで）

二 土曜日 ９時から１７時まで

（長期休業期間中は閉館）

３ その他図書委員長が必要と認めたときは、開館日及び開館時間を変

更することができる。

（閲覧）

第５条 閲覧室の図書は、自由に閲覧することができる。

２ 閲覧図書は、閲覧室外に持出してはならない。

３ 書庫の図書を閲覧しようとするときは、係員に申し出るものとす

る｡
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（図書広報室外帯出）

第６条 図書の帯出を希望する者は、利用証を提示して図書を借り受け

るものとする。ただし、次に掲げるものについては帯出できない。

一 辞書及び百科事典等の参考図書

二 貴重図書及び特殊図書

三 新着雑誌

四 その他特に指定した図書

（帯出の種類、冊数及び期間）

第７条 図書広報室外に帯出できる図書の数及び期間は次のとおりとす

る。

帯出の種類 帯出者 帯出数 帯出期間

一 般 帯 出

学 生 ３冊以内 １５日以内

教 職 員 冊以内 １か月以内

一般利用者 ３冊以内 ８日以内

特別帯出

春季・夏季・冬季

・学年末休業
学 生 ５冊以内 休業期間

卒業研究 学 生 ５冊以内 翌年の２月末

２ 図書委員長は、前項の規定にかかわらず、研究等特別の理由がある

と認められるときは、次のとおり帯出させることができる。

帯出理由 帯出数 帯出期間

教員が授業・研究のため

特に必要とする場合
冊以内

授業又は研究が

終了するまでの期間

その他図書委員長が

特に認めた場合

図書委員長が

認めた冊数
図書委員長が認めた期間

３ 帯出期間中であっても、必要により返却を求めることがある。

（帯出図書の保管）

第８条 帯出図書の保管責任は、帯出者が負わなければならない。ま

た、帯出図書を他の者に転貸してはならない。

２ 教員は、研究費で購入し帯出を受けた図書は、責任をもって保管し

なければならない。

（帯出図書の返却）

第９条 次の各号の一に該当する場合は、直ちに帯出中の図書を返却し

なければならない。

一 学生が卒業、修了、退学、休学又は転学するとき

二 教職員が退職、休職又は転出するとき
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（図書広報室外帯出）

第６条 図書の帯出を希望する者は、利用証を提示して図書を借り受け

るものとする。ただし、次に掲げるものについては帯出できない。

一 辞書及び百科事典等の参考図書

二 貴重図書及び特殊図書

三 新着雑誌

四 その他特に指定した図書

（帯出の種類、冊数及び期間）

第７条 図書広報室外に帯出できる図書の数及び期間は次のとおりとす

る。

帯出の種類 帯出者 帯出数 帯出期間

一 般 帯 出

学 生 ３冊以内 １５日以内

教 職 員 冊以内 １か月以内

一般利用者 ３冊以内 ８日以内

特別帯出

春季・夏季・冬季

・学年末休業
学 生 ５冊以内 休業期間

卒業研究 学 生 ５冊以内 翌年の２月末

２ 図書委員長は、前項の規定にかかわらず、研究等特別の理由がある

と認められるときは、次のとおり帯出させることができる。

帯出理由 帯出数 帯出期間

教員が授業・研究のため

特に必要とする場合
冊以内

授業又は研究が

終了するまでの期間

その他図書委員長が

特に認めた場合

図書委員長が

認めた冊数
図書委員長が認めた期間

３ 帯出期間中であっても、必要により返却を求めることがある。

（帯出図書の保管）

第８条 帯出図書の保管責任は、帯出者が負わなければならない。ま

た、帯出図書を他の者に転貸してはならない。

２ 教員は、研究費で購入し帯出を受けた図書は、責任をもって保管し

なければならない。

（帯出図書の返却）

第９条 次の各号の一に該当する場合は、直ちに帯出中の図書を返却し

なければならない。

一 学生が卒業、修了、退学、休学又は転学するとき

二 教職員が退職、休職又は転出するとき

三 長期帯出の図書で、教員室若しくは研究室又は事務室へ常置する

必要がなくなったとき

（遵守事項）

第１０条 図書広報室を利用する者は、次の事項を遵守しなければなら

ない。

一 閲覧室内では静粛を心がけ、他の利用者に迷惑を及ぼす行為はし

ないこと

二 閲覧室内では飲食、喫煙等はしないこと

三 図書、雑誌等は丁寧に取り扱うこと

四 その他係員の指示に従うこと

（弁償義務）

第１１条 利用者は、図書を紛失、破損若しくは汚損したとき、又は施

設設備等に損害を与えたときは、弁償しなければならない。

（雑則）

第１２条 図書広報室は、図書を利用者の閲覧に供するため、図書の目

録及びこの利用規則を常時閲覧室に備え付けるものとする。

第１３条 この規則に定めるもののほか、図書広報室の利用に関し必要

な事項は、図書委員会が定める。

附 則

１ この規則は、令和６年４月１日から施行する。

２ この規則の施行に従い、鶴岡工業高等専門学校図書メディアセンタ

ー図書利用規則（平成２８年３月３１日制定）に関する内規は、廃止

する。
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鶴岡工業高等専門学校学生会会則

第１章 総 則

第１条 本会は、鶴岡工業高等専門学校学生会と称する。

第２条 本会は、学校の指導のもとに、学生の自発的な活動を通じて、

その人間形成を助長し、高等専門教育の目的達成に資することを目

的とする。

第３条 本会は、鶴岡工業高等専門学校学生全員をもって構成する。

第２章 機 関

第４条 本会の目的達成のために次の機関をおく。

ア．学生総会 イ．役員会 ウ．評議会 エ．学級会 オ．部委員会

カ．監査委員会 キ．教員学生懇談会

第５条 各機関の会議は、その構成員の３分の２以上の出席をもって成

立し、議決には、出席者の過半数の同意を必要とする。

第６条 役員、評議員、監査委員の任期は、４月から翌年の３月までの

１年とする。ただし、会長は重任することができない。評議員、副

会長、会計、事務局員は重任を妨げない。

第３章 学生総会

第７条 学生総会は、本会に関する最高の議決を行う。

第８条 総会の議決は、評議会で選出する。

第９条 定期学生総会は、毎年１回行うことを原則とする。必要ある場

合は、臨時にこれを行うことができる。

第１０条 臨時学生総会は、次の場合これを開くことができる。

ア．会長が必要と認めたとき

イ．役員会が必要と認めたとき

ウ．全会員の４分の１以上が必要と認めたとき

第１１条 次の事項はこれを定期総会に提出し、その承認を受けること

を要する。
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ア．会則の改廃

イ．予算及び決算

ウ．活動の状況の報告

エ．その他必要な事項

第４章 評議会

第１２条 評議会は、各学級より１名、各部より１名ずつ選出された評

議員をもって構成する。

第１３条 評議会は、会長１名、副会長１名、会計３名、事務局員若干

名を互選する。

２ 評議員が役員に互選された各クラス及び各部は、７日以内に新しい

評議員を選出しなければならない。

３ 会長及び副会長を除き、役員の評議会における議決権を認めない。

第１４条 評議会の議長は、評議会で互選する。

第１５条 評議会は、原則として毎月１回開く。次の場合は、臨時に開

くことができる。

ア．評議員の３分の１以上が必要と認めたとき

イ．役員会の要請があったとき

ウ．全会員の４分の１以上の要請があったとき

第１６条 評議会は、次の事項について審議する。

ア．会則改廃の審議

イ．予算・決算の審議

ウ．その他必要な事項

第１７条 評議会は必要と認めた場合、必要期間について、高専祭、校

内体育大会等の臨時委員会をおくことができる。臨時委員会の委員

は、各学級から選出された委員と、評議会の委員から選出された委

員をもって構成し、委員長は互選とする。

第５章 役員会

第１８条 役員会は、正副会長、会計、事務局員で構成する。

第１９条 役員会は、会長が随時これを招集することができる。

第２０条 役員会は、次の事項を執行する。
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ア．会則の改廃

イ．予算及び決算

ウ．活動の状況の報告

エ．その他必要な事項

第４章 評議会

第１２条 評議会は、各学級より１名、各部より１名ずつ選出された評

議員をもって構成する。

第１３条 評議会は、会長１名、副会長１名、会計３名、事務局員若干

名を互選する。

２ 評議員が役員に互選された各クラス及び各部は、７日以内に新しい

評議員を選出しなければならない。

３ 会長及び副会長を除き、役員の評議会における議決権を認めない。

第１４条 評議会の議長は、評議会で互選する。

第１５条 評議会は、原則として毎月１回開く。次の場合は、臨時に開

くことができる。

ア．評議員の３分の１以上が必要と認めたとき

イ．役員会の要請があったとき

ウ．全会員の４分の１以上の要請があったとき

第１６条 評議会は、次の事項について審議する。

ア．会則改廃の審議

イ．予算・決算の審議

ウ．その他必要な事項

第１７条 評議会は必要と認めた場合、必要期間について、高専祭、校

内体育大会等の臨時委員会をおくことができる。臨時委員会の委員

は、各学級から選出された委員と、評議会の委員から選出された委

員をもって構成し、委員長は互選とする。

第５章 役員会

第１８条 役員会は、正副会長、会計、事務局員で構成する。

第１９条 役員会は、会長が随時これを招集することができる。

第２０条 役員会は、次の事項を執行する。

ア．学生総会、評議会で議決した事項

イ．本会活動の企画立案

ウ．緊急事項の処理、ただし、その後評議会の承認を得なければなら

ない。

エ．教員との連絡協議

オ．部活動の連絡調整

第２１条 会長は本会を代表し、会務を統理する。副会長は会長を補佐

し、会長事故あるときは、その職務を代理する。

第２２条 会計は３名で構成し、本会の経理事務を処理する。

第２３条 事務局は広報部、審案部、書記部をもって構成する。

第２４条 会長は、事務局員より局長１名を任命し、局長は、各部活動

の統理に当る。

第２５条 広報部は部員若干名（４名以内）で構成し、広報部部長を置

く。

第２６条 広報部は、次の事項を行う。

ア．機関紙等の発行

イ．活動状況の報告

ウ．その他必要事項の広報

第２７条 審案部は、文化部、体育部の代表を含めて部員若干名（４名

以内）で構成し、審案部部長を置く。

第２８条 審案部は次の事項を行う。

ア．学生会行事等の企画立案

イ．その他必要事項の審案

第２９条 書記部は部員若干名（３名以内）で構成し、書記部部長を置

く。

第３０条 書記部は次の事項を行う。

ア．総会、評議会、役員会等の議事の記録

イ．文書等の作成

ウ．その他関係書類の整理等

第３１条 役員会が必要と認めた場合、諮問機関として、専門委員会を

おくことができる。専門委員会の委員は、役員及び評議員より選出

された委員（１０名以内）をもって構成し、委員長は互選とする。

ただし、評議会の承認により、会長から委嘱された者を加えること

ができる。
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第６章 学級会

第３２条 学級会は、各学年における学級の全学生をもって組織し、評

議会から附託された事項について、具体案を審議する。

第７章 部委員会

第３３条 部委員会は、各部より１名ずつ選出して構成し、部委員長が

必要と認めた場合随時これを招集することができる。

第３４条 部委員会は、部に関するすべての事項について審議する。

第３５条 各部には、それぞれ顧問教員をおかなければならない。

第８章 監査委員会

第３６条 監査委員会は、学級より選出された３名の委員をもって構成

する。

第３７条 監査委員会は、随時及び提示にすべての経理を監査する。

（第３８条～第４０条 削除）

第９章 教員学生懇談会

第４１条 教員と学生の連絡を密にし、学生会運営の円滑と学生会活動

の充実を期することをもって目的とする。

第４２条 教員学生懇談会は、校長、学生主事、関係教職員ならびに役

員全員をもって構成する。

第４３条 教員学生懇談会は、原則として各学期に１回開催し、校長な

らびに会長が必要と認めた場合、臨時にこれを開催することができ

る。

第１０章 経 理

第４４条 本会の経費は、入会金、会費、その他の収入をもってこれに

─ 236 ─ ─



第６章 学級会

第３２条 学級会は、各学年における学級の全学生をもって組織し、評

議会から附託された事項について、具体案を審議する。

第７章 部委員会

第３３条 部委員会は、各部より１名ずつ選出して構成し、部委員長が

必要と認めた場合随時これを招集することができる。

第３４条 部委員会は、部に関するすべての事項について審議する。

第３５条 各部には、それぞれ顧問教員をおかなければならない。

第８章 監査委員会

第３６条 監査委員会は、学級より選出された３名の委員をもって構成

する。

第３７条 監査委員会は、随時及び提示にすべての経理を監査する。

（第３８条～第４０条 削除）

第９章 教員学生懇談会

第４１条 教員と学生の連絡を密にし、学生会運営の円滑と学生会活動

の充実を期することをもって目的とする。

第４２条 教員学生懇談会は、校長、学生主事、関係教職員ならびに役

員全員をもって構成する。

第４３条 教員学生懇談会は、原則として各学期に１回開催し、校長な

らびに会長が必要と認めた場合、臨時にこれを開催することができ

る。

第１０章 経 理

第４４条 本会の経費は、入会金、会費、その他の収入をもってこれに

あてる。

第４５条 入会金は 円とし、入学時納入するものとする。

２ 会員の会費は、１年 円とし、毎年４月に納入するものとす

る。

第４６条 本会の予算原案は、役員会が作成、評議会を経た後、学生総

会の承認を受けるものとする。

第４７条 会計事務は役員会で行う。

第４８条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日

に終わる。

２ 会計についての細則は別に定める。

附 則

この会則は、昭和３８年４月１日から施行する。

～

（略）

～

附 則

この会則は、昭和６２年６月１日から施行し、昭和６２年４月１日か

ら適用する。

専攻科学生は該当しません。
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て財務係に請求し、支出するものとする。

（会計監査）

第７条 学寮会計は、毎年１回定期的に監査を受けなければならない。

２ 前項の規定に関わらず、寮務委員会は、学寮会計に関して随時監査

を行うことができる。

（寮費の使途）

第８条 寮費の使途については、次のとおりとする。

一 入寮費は、寮生の使用する食器類の購入及び更新の費用その他入

寮に際して必要な物品の購入に充てる。

二 運営費は、寮生の日常生活を維持するために必要な光熱水料、そ

の他の経費に充てる。

三 冷暖房費は、寮生の冷暖房に要する経費に充てる。

（寮費の徴収月及び基準）

第９条 寮費の徴収月及び基準は次のとおりとする。

一 入寮費は、入寮日の属する月に徴収される。ただし、以前に在寮

したことのある学生で、再度入寮を許可された学生は、徴収しない

ものとする。

二 運営費及び冷暖房費は、４月から９月までの分は４月に、１０月

から翌年３月の分は１０月に徴収する。なお、在寮日数の多少にか

かわらず、別表に定める月額を徴収することとする。ただし、７月

分と８月分及び２月分と３月分はそれぞれ合わせて１ヶ月分とす

る。

（寮費の返付）

第１０条 退寮した場合は、退寮の日の属する月の翌月以降の分の納付

済の運営費及び冷暖房費を返付する。入寮日は返付しない。

（徴収の免除）

第１１条 許可を受けて、疾病その他特別の事由により休学等をする者

が、１日も在寮しない月の寮費等については、その月に限り徴収を

免除することができる。なお、納付済の寮費については返付する。

（雑則）

第１２条 この内規に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

附 則

この内規は、平成２０年４月１日から施行する。
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て財務係に請求し、支出するものとする。

（会計監査）

第７条 学寮会計は、毎年１回定期的に監査を受けなければならない。

２ 前項の規定に関わらず、寮務委員会は、学寮会計に関して随時監査

を行うことができる。

（寮費の使途）

第８条 寮費の使途については、次のとおりとする。

一 入寮費は、寮生の使用する食器類の購入及び更新の費用その他入

寮に際して必要な物品の購入に充てる。

二 運営費は、寮生の日常生活を維持するために必要な光熱水料、そ

の他の経費に充てる。

三 冷暖房費は、寮生の冷暖房に要する経費に充てる。

（寮費の徴収月及び基準）

第９条 寮費の徴収月及び基準は次のとおりとする。

一 入寮費は、入寮日の属する月に徴収される。ただし、以前に在寮

したことのある学生で、再度入寮を許可された学生は、徴収しない

ものとする。

二 運営費及び冷暖房費は、４月から９月までの分は４月に、１０月

から翌年３月の分は１０月に徴収する。なお、在寮日数の多少にか

かわらず、別表に定める月額を徴収することとする。ただし、７月

分と８月分及び２月分と３月分はそれぞれ合わせて１ヶ月分とす

る。

（寮費の返付）

第１０条 退寮した場合は、退寮の日の属する月の翌月以降の分の納付

済の運営費及び冷暖房費を返付する。入寮日は返付しない。

（徴収の免除）

第１１条 許可を受けて、疾病その他特別の事由により休学等をする者

が、１日も在寮しない月の寮費等については、その月に限り徴収を

免除することができる。なお、納付済の寮費については返付する。

（雑則）

第１２条 この内規に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

附 則

この内規は、平成２０年４月１日から施行する。

附 則

この内規は、平成２４年２月２２日から施行し、平成２４年度から適

用する。

附 則

この内規は、平成３０年１月９日から施行し、平成３０年４月１日か

ら適用する。ただし、別表の冷暖房費の金額は、平成３０年４月から平

成３１年３月までの期間は月額 （年１０ヶ月分徴収）とする。

附 則

この内規は、令和４年７月２７日から施行し、令和４年 月 日から

適用する

附 則

この内規は、令和５年１０月１日から施行する。

別表

項 目 金 額

入 寮 費 円

運 営 費 月額 円 （年 ヶ月分徴収）

冷暖房費 月額 円 （年 ヶ月分徴収）
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諸
　
手
　
続





１　交付を受けるもの

２　届出をするもの（用紙は担当係にあります）

〃

寮務係

必要時

〃

〃

〃

〃

〃

〃

私物紛失時

備　　考

７８頁参照

本科 専攻科 担当係 時　期

○ ○ 教務係 ４月

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×
破 損 紛 失 届

施 設 ･ 設 備 借 用 器 物

在 寮 証 明 書 ○
２日前までに
申し込むこと○

学 生 運 賃 割 引 証 ○ 〃○

旅 行 届

運 転 免 許 取 得 届

帰 寮 届

紛 失 届

外泊(帰省)時

○

○

○

○

○

欠 席 届

欠課･遅刻･早退届

修了 見込 証明書

（紛失した場合は直ちに学生証再交付願を提出すること。）
（再交付には実費を要する。）

○

○

教務係

〃

〃

２日前までに
申し込むこと

〃

〃

病気のために１週
間以上欠席すると
きは診断書を添付

すること

○

通 学 証 明 書

○

○

〃

１日前までに
申し込むこと

○

○

諸手続き一覧

種 類

本科 専攻科 担当係 時　期 備　　考

○

○

○

○

教務係

〃

学 生 証

在 学 証 明 書

学 業 成 績 証 明 書

卒業 見込 証明書

種 類

保 証 人 変 更 届

住 居 変 更 届

○

〃○

学生係

〃

〃

学生係

〃

寮務係

〃

〃

その都度

〃

事前に

〃

その都度

〃

〃

〃

〃
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３　届出をするもの（用紙は担当係にあります）

病気のときは診断書
を添付すること

給 食 欠 食 届
２日前の正午までに

提出すること

外 泊 許 可 願

退 寮 願 ○

○

入 寮 誓 約 書

入 寮 願

自動車通学許可願
本科は５年生の

冬季のみ

バイク通学許可願

受 検 許 可 願
バ イ ク 運 転 免 許

合 宿 願

許 可 願
登 山 キ ャ ン プ

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

×

１週間前までに
提出すること

許 可 願
３日前までに
提出すること

施 設 ・ 設 備 使 用

許 可 願

印刷物 配布・販売

１週間前までに
提出すること

団 体 参 加 願

団体の規約、目的等
を添付すること

校 外 行 事 ･

アルバイト許可願

集会・行事許可願

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

〃

〃

学 生 団 体 結 成 願
団体の名称、目的、
規約、会員名簿を添

付すること

単位追認試験受験願
担任（指導）教員を
経て科目担当教員に

提出すること

忌 引 願

忌引期間は父母７
日、祖父母兄弟姉妹
３日、曾祖父母・伯

叔父母１日

退 学 願

復 学 願

○

○

〇

○

〃

学生係

指定期日

その都度

休 学 願

種 類 本科 専攻科 担当係 時　期 備　　考

○

○

○

○

○

○

○

×

教務係

〃

〃

〃

その都度

〃

〃

〃

×

×

×

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

寮務係

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

その都度

〃

〃

〃
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３　届出をするもの（用紙は担当係にあります）

病気のときは診断書
を添付すること

給 食 欠 食 届
２日前の正午までに

提出すること

外 泊 許 可 願

退 寮 願 ○

○

入 寮 誓 約 書

入 寮 願

自動車通学許可願
本科は５年生の

冬季のみ

バイク通学許可願

受 検 許 可 願
バ イ ク 運 転 免 許

合 宿 願

許 可 願
登 山 キ ャ ン プ

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

×

１週間前までに
提出すること

許 可 願
３日前までに
提出すること

施 設 ・ 設 備 使 用

許 可 願

印刷物 配布・販売

１週間前までに
提出すること

団 体 参 加 願

団体の規約、目的等
を添付すること

校 外 行 事 ･

アルバイト許可願

集会・行事許可願

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

〃

〃

学 生 団 体 結 成 願
団体の名称、目的、
規約、会員名簿を添

付すること

単位追認試験受験願
担任（指導）教員を
経て科目担当教員に

提出すること

忌 引 願

忌引期間は父母７
日、祖父母兄弟姉妹
３日、曾祖父母・伯

叔父母１日

退 学 願

復 学 願

○

○

〇

○

〃

学生係

指定期日

その都度

休 学 願

種 類 本科 専攻科 担当係 時　期 備　　考

○

○

○

○

○

○

○

×

教務係

〃

〃

〃

その都度

〃

〃

〃

×

×

×

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

寮務係

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

その都度

〃

〃

〃

４　申請するもの

５　その他
（１）学生証を紛失した場合は教務係へ届け出ること。
（２）改氏名その他一身上の異動があったときは、直ちに教務係へ届け出ること。
（３）印刷物を配布又は販売しようとするときは、印刷物２部を添えて許可願を提出すること。

申 請 書
授 業 料 徴 収 猶 予

○ ○ 〃 〃

申 請 書
授 業 料 月 割 分 納

○ ○ 〃 〃

申 請 書
入 学 料 免 除

○ ○ 学生係 指定期日

申 請 書
授 業 料 免 除

○ ○ 〃 〃

申 請 書
入 学 料 徴 収 猶 予

○ ○ 〃 〃

種 類

配 布 許 可 願
寮 生 印 刷 物

許 可 願
開催(借用)２日前に

提出すること

集 会 ・ 器 物 借 用
○

○

〃

〃

本科 専攻科 担当係 時　期 備　　考

器 物 使 用 許 可 願

特 別 食 カ ー ド

時 間 外 食 事 願

外 出 許 可 願
自 由 時 間 外

○

○

○

○

種 類 本科

×

×

×

×

×

×

専攻科

〃

〃

〃

〃

〃

〃

担当係

〃

〃

〃

〃

時　期 備　　考
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令和　　 年　　 月　　 日

鶴岡工業高等専門学校長　殿

バイク通学許可条件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 印

至　令和　　　年　　　月　　　日

自　令和　　　年　　　月　　　日

 下記のとおりバイク通学をしたいので保護者等連署のうえ許可をお願いします。

令　和　　　　　年　度

 許可を受けた後は交通規則を守り、かつ学校のルールや許可条件に違反することのないよう誓います。

保 護 者 等 現 住 所

（※現住所がバイク通学時の住所と異なる場合は、通学時の住所を記入）

２）

学生係長 学 生 係

上記の願出について許可

任意自動車保険の金額・期間

対　人

対　　物

搭 乗 者

任意保険（対人保険無制限）に加入し、保険証書の写しと免許証の写しを提出すること。

許可条件に違反した場合は許可を取り消されることがある。

その他

自　令和　　　　年　　　月　　　日

月

課長補佐

　す　る。
　しない。

事務部長学生主事 学生課長副学生主事校　　長

自　令和　　　　年　　　月　　　日

至　令和　　　　年　　　月　　　日

（例）鶴岡市あ1234

（例）TS90-123456

 令和

バ イ ク 通 学 許 可 願

記

令和　　　年　　　月　　　日

通 学 年 度

メーカー名
及び排気量

車 体 番 号

免 許 取 得
年 月 日

登 録 番 号

担任・指導教員

日

１）

３）

４）

排気量50cc以下（直線距離が15㎞以上で認められた場合は、125cc以下）であること。

至　令和　　　　年　　　月　　　日

万円

年

万円

万円

コース年

自 賠 責 保 険
強 制 の 期 間

自　令和　　　　年　　　月　　　日

至　令和　　　　年　　　月　　　日

氏 名

現 住 所

保 護 者 等 氏 名

学科名（コース名）

本人との続柄
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主事・主事補

専攻科長・コース長

コース長・グループ長 センター長・室長

学級担任

図 書 広 報 室 長 菅　野　智　城

５年

校　　長 太　田　道　也

情報コース 化学・生物コース

１組 ２組 ３組 ４組学年

１年 花　元　誠　一 森　木　三　穂 平　井　祐　紀

副教務主事 副学生主事 副寮務主事

令和６年度　教員一覧

森　　　隆　裕 斎　藤　菜　摘

五十嵐　幸　德 田　中　　　勝 安　齋　弘　樹 小　寺　喬　之

４年 小野寺　良　二 保　科　紳一郎

３年 和　田　真　人 神　田　和　也 金　　　帝　演 上　條　利　夫

２年 今　野　健　一 タ　　　　　ン 遠　藤　博　寿 八　須　匡　和

阿　部　秀　樹

学年 機械コース 電気・電子コース

学生主事・副校長
（学生担当）

寮務主事・副校長
（寮務担当）

渡　部　誠　二 山　田　充　昭

森　谷　克　彦 森　永　隆　志 矢　吹　益　久

大　西　宏　昌

髙　橋　　　聡

菅　野　智　城

松　橋　将　太

櫻　庭　崇　紘

松　浦　由美子

副総務主事

上　條　利　夫

教務主事・総務主事
・副校長（総務・教務担当）

佐　藤　　　司

機械・
制御コース長

電気電子・
情報コース長

応用化学
コース長

宍　戸　道　明

専攻科長・副校長

（専攻科担当）

宍　戸　道　明

教務主事補 学生主事補 寮務主事補総務主事補

小野寺　良　二

荒　船　博　之

斎　藤　菜　摘

小　寺　喬　之 遠　藤　博　寿

森　永　隆　志

森　　　隆　裕 八　須　匡　和

国際交流支援室長 佐　藤　　　淳

情報メディアセンター長

保 健 セ ン タ ー 長

教育研究技術支援センター長

佐　藤　　　淳

小野寺　良　二

上　條　利　夫

宝　賀　　　剛 小　寺　喬　之

地域連携センター長・副校長
（研究・地域連携担当）本　間　浩　二 内　山　　　潔

氏　　名 職　　　名 氏　　名

佐々木　裕　之

化学・生物コース

コース・グループ

機 械 コ ー ス

電気・電子コース

情 報 コ ー ス

宝　賀　　　剛

金　　　帝　演

南　　　　　淳

基盤教育グループ
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グループ・コース別

基盤教育グループ

一般科目 ダイヤルイン　0235-25

※下線は専攻科科目

この表は令和６年３月８日現在のものであり、人事異動により授業担当科目等が変更

される場合があります。

助　教 酒　井　啓　史 英語Ⅱ・Ⅴ、語学演習

准教授 伊　藤　卓　朗 
地域コミュニティ学、情報リテラシーⅠ、
総合工学Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、地域政策論

講　師 森　木　三　穂 国語Ⅰ・Ⅲ

准教授 田　邊　英一郎 英語Ⅳ・Ⅴ、語学演習

准教授 阿　部　秀　樹
英語Ⅱ・Ⅵ・Ⅶ、英語表現法、
総合実践英語Ⅱ

准教授 菅　野　智　城
英語Ⅰ・Ⅳ・Ⅶ、語学演習、
総合実践英語Ⅰ

講　師

助　教

准教授 松　橋　将　太 

教　授

石　井　智　子

助　教 平　井　祐　紀

嘱託教授

准教授

助　教 廣　田　大　輔

教　授 大　西　宏　昌

保健・体育Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、総合工学Ⅲ

上　松　和　弘

野々村　和　晃

田　阪　文　規

木　村　太　郎

花　元　誠　一

数学Ⅵ、応用数学Ⅱ

数学Ⅲ・Ⅳ、応用解析特論

本　間　浩　二 保健・体育Ⅰ・Ⅱ

数学Ⅲ・Ⅳ、応用代数

数学Ⅴ、応用数学Ⅰ・Ⅱ

数学Ⅰ・Ⅱ

数学Ⅰ・Ⅱ

数学Ⅴ、応用数学Ⅰ

教　授

職　名

令和６年度　教員一覧

准教授

電　話氏　　名 授業担当科目（下線は専攻科授業科目）

山　田　充　昭 地理、歴史Ⅰ・Ⅱ、環境社会学

倫理、政治・経済、日本事情

准教授

物理Ⅰ・Ⅱ、応用物理Ⅰ・Ⅱ、物理学特論
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一般科目

令和６年度　教員一覧

佐　藤　伸　浩 ドイツ語Ⅰ・Ⅱ

非
　
常
　
勤
　
講
　
師

冨　樫　　　恵 英語Ⅲ、日本語Ⅱ

英語Ⅰ・Ⅲ

有　地　智枝子 国語Ⅲ

尾　形　さ　わ 英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅶ、日本語Ⅰ

松　坂　　　渉 保健・体育Ⅴ

板　垣　悦　子 国語Ⅱ

飯　島　政　雄 化学Ⅱ

土　岐　秀　昭 倫理

柿　崎　　　忍 保健・体育Ⅱ

門　脇　博　子 音楽

今　野　安　健 美術

職　名 氏　　名 授業担当科目

前　田　浩　美 物理Ⅱ
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一般科目

令和６年度　教員一覧

佐　藤　伸　浩 ドイツ語Ⅰ・Ⅱ

非
　
常
　
勤
　
講
　
師

冨　樫　　　恵 英語Ⅲ、日本語Ⅱ

英語Ⅰ・Ⅲ

有　地　智枝子 国語Ⅲ

尾　形　さ　わ 英語Ⅰ・Ⅲ・Ⅶ、日本語Ⅰ

松　坂　　　渉 保健・体育Ⅴ

板　垣　悦　子 国語Ⅱ

飯　島　政　雄 化学Ⅱ

土　岐　秀　昭 倫理

柿　崎　　　忍 保健・体育Ⅱ

門　脇　博　子 音楽

今　野　安　健 美術

職　名 氏　　名 授業担当科目

前　田　浩　美 物理Ⅱ

グループ・コース別

機械コース ダイヤルイン　0235-25

この表は令和６年３月８日現在のものであり、人事異動により授業担当科目等が変更

される場合があります。

准教授 佐々木　裕　之

応用物理Ⅱ、材料力学Ⅱ、機械製図、
機械設計製図Ⅰ、マイコン制御、
工学実験・実習Ⅳ、メカトロニクス、
専攻科実験

助　教 遠　藤　大　希
工学実験・実習Ⅲ、水力学演習、
機械設計製図Ⅱ

教　授 竹　村　　　学

准教授 五十嵐　幸　德
材料学Ⅰ、生産加工学、
工学実験・実習Ⅲ、機械要素設計、
機械工学概論、材料設計学

准教授 荒　船　博　之

工学実験・実習Ⅰ・Ⅲ、材料学Ⅱ、
総合工学Ⅰ、工業英語、精密加工学、
エネルギー変換工学、情報リテラシーⅡ、
アドバンストテクノロジー

令和６年度　教員一覧

職　名 氏　　名 授業担当科目（下線は専攻科授業科目） 電　話

嘱託教授 本　橋　　　元
材料力学Ⅰ、機械力学Ⅰ・Ⅱ、
工学実験・実習Ⅳ、専攻科実験、
応用機構学、基礎工業力学

准教授 矢　吹　益　久
機械製図、熱力学、熱力学演習、
創造基礎実習、創造工学実習、流体機械

助　教 今　野　健　一
水力学、機構学、電子回路、総合工学Ⅱ、
デザイン工学、ロボット機構学、
総合技術論

准教授 和　田　真　人
工学実験・実習Ⅱ・Ⅲ、工業力学、
総合工学Ⅲ、材料力学特論

教　授 小野寺　良　二

工学実験・実習Ⅳ、数値解析、制御工学、
制御工学Ⅰ・Ⅱ、総合工学Ⅳ、
専攻科実験、実践的デザイン工学実習、
総合技術論

教　授 宍　戸　道　明
工学実験・実習Ⅳ、医療福祉機器工学、
総合技術論、技術者倫理、
実践的デザイン工学実習
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グループ・コース別

電気・電子コース ダイヤルイン　0235-25

この表は令和６年３月８日現在のものであり、人事異動により授業担当科目等が変更

される場合があります。

電　話

教　授 内　山　　　潔
工学実験・実習Ⅰ、電気磁気学Ⅰ、
電子工学、電気電子材料、工業英語、
数値計算、総合技術論

教　授 森　谷　克　彦
工学実験・実習Ⅱ、電気機器Ⅰ、
電気回路Ⅲ、発変電工学、送配電工学、
電気回路演習、工業英語、専攻科実験

令和６年度　教員一覧

教　授 宝　賀　　　剛

工学実験・実習Ⅰ・Ⅲ、情報通信、
総合工学Ⅰ、工業英語、
ネットワーク演習、電気機器設計、
創造工学実習、実践的デザイン工学実習

教　授 神　田　和　也

地域コミュニティ学、総合工学Ⅲ、
工学実験・実習Ⅱ、電子回路、
電気電子計測、電子回路演習、
電子回路設計、工業英語、センサ工学

教　授 渡　部　誠　二
工学実験・実習Ⅱ、電気工学、
ディジタル信号処理、工業英語、
創造工学実習、実践電気電子工学

職　名 氏　　名 授業担当科目（下線は専攻科授業科目）

助　教 伊　藤　絵里香
工学実験・実習Ⅰ・Ⅱ、工業英語、
創造基礎実習

助　教 櫻　庭　崇　紘
工学実験・実習Ⅲ・Ⅳ、電気電子製図、
パワーエレクトロニクス、制御工学、
総合工学Ⅱ・Ⅳ、工業英語、総合技術論

准教授 田　中　　　勝
電気回路Ⅰ・Ⅱ、工学実験・実習Ⅲ、
電気機器Ⅱ、工業英語、創造基礎実習、
電気法規及び電気施設管理

工学実験・実習Ⅲ、電気磁気学演習、
通信工学、工業英語、
マイクロコンピュータ、
電磁気応用工学、伝送システム工学

准教授 保　科　紳一郎

准教授

プログラミング演習、創造基礎実習、
情報処理Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、高電圧工学、
情報リテラシーⅡ、工学実験・実習Ⅳ、
電気応用、工業英語、
アドバンストテクノロジー、総合技術論
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グループ・コース別

電気・電子コース ダイヤルイン　0235-25

この表は令和６年３月８日現在のものであり、人事異動により授業担当科目等が変更

される場合があります。

准教授 田　中　　　勝
電気回路Ⅰ・Ⅱ、工学実験・実習Ⅲ、
電気機器Ⅱ、工業英語、創造基礎実習、
電気法規及び電気施設管理

工学実験・実習Ⅲ、電気磁気学演習、
通信工学、工業英語、
マイクロコンピュータ、
電磁気応用工学、伝送システム工学

准教授 保　科　紳一郎

准教授

プログラミング演習、創造基礎実習、
情報処理Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、高電圧工学、
情報リテラシーⅡ、工学実験・実習Ⅳ、
電気応用、工業英語、
アドバンストテクノロジー、総合技術論

助　教 伊　藤　絵里香
工学実験・実習Ⅰ・Ⅱ、工業英語、
創造基礎実習

助　教 櫻　庭　崇　紘
工学実験・実習Ⅲ・Ⅳ、電気電子製図、
パワーエレクトロニクス、制御工学、
総合工学Ⅱ・Ⅳ、工業英語、総合技術論

令和６年度　教員一覧

教　授 宝　賀　　　剛

工学実験・実習Ⅰ・Ⅲ、情報通信、
総合工学Ⅰ、工業英語、
ネットワーク演習、電気機器設計、
創造工学実習、実践的デザイン工学実習

教　授 神　田　和　也

地域コミュニティ学、総合工学Ⅲ、
工学実験・実習Ⅱ、電子回路、
電気電子計測、電子回路演習、
電子回路設計、工業英語、センサ工学

教　授 渡　部　誠　二
工学実験・実習Ⅱ、電気工学、
ディジタル信号処理、工業英語、
創造工学実習、実践電気電子工学

職　名 氏　　名 授業担当科目（下線は専攻科授業科目） 電　話

教　授 内　山　　　潔
工学実験・実習Ⅰ、電気磁気学Ⅰ、
電子工学、電気電子材料、工業英語、
数値計算、総合技術論

教　授 森　谷　克　彦
工学実験・実習Ⅱ、電気機器Ⅰ、
電気回路Ⅲ、発変電工学、送配電工学、
電気回路演習、工業英語、専攻科実験

グループ・コース別

情報コース ダイヤルイン　0235-25

この表は令和６年３月８日現在のものであり、人事異動により授業担当科目等が変更

される場合があります。

講　師 森　　　隆　裕

工学実験・実習Ⅱ・Ⅳ、水力学、
ディジタル・ファブリケーションⅠ、
ロボット工学Ⅰ・Ⅱ、情報処理Ⅱ、
機械・電気製図

髙　橋　　　聡
総合工学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、電子回路、
工学実験・実習Ⅰ・Ⅱ、論理回路、
コンピュータ概論Ⅱ

准教授

助　教 田　中　勇　帆
工学実験・実習Ⅳ、ソフトウェア演習Ⅰ、
プログラミング演習、信号処理

令和６年度　教員一覧

助　教 倉　田　かりん
工学実験・実習Ⅰ・Ⅱ、工業英語、
総合技術論

准教授 安　齋　弘　樹
工学実験・実習Ⅲ、計測工学、
情報通信工学、電気工学演習、
マイコン工学、総合技術論

職　名 氏　　名

金　　　帝　演
創造基礎実習、ソフトウェア概論Ⅰ、
情報処理Ⅰ、工学実験・実習Ⅰ・Ⅳ、
情報理論、画像処理

准教授

准教授 遠　藤　博　寿
工学実験・実習Ⅳ、コンピュータ概論Ⅰ、
情報リテラシーⅠ・Ⅱ

授業担当科目（下線は専攻科授業科目） 電　話

教　授 佐　藤　　　淳

計算機工学、工学実験・実習Ⅲ、
論理回路、データ構造、ディジタル回路、
ネットワークシステム、実践情報処理、
アルゴリズム演習、ソフトウエア工学、
情報ネットワーク、専攻科実験、
集積回路設計
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グループ・コース別

化学・生物コース ダイヤルイン　0235-25

准教授 小　寺　喬　之
工学実験・実習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
無機化学Ⅰ・Ⅱ、計測制御、専攻科実験、
工業分析化学

准教授 八　須　匡　和

情報リテラシーⅡ、物質化学実験Ⅱ、
工学実験・実習Ⅱ・Ⅳ、有機化学Ⅱ、
機器分析、材料工学実験、
創造工学実習、工業分析化学

令和６年度　教員一覧

教　授 南　　　　　淳

創造基礎実習、生物、物質化学実験Ⅱ、
生物化学、工学実験・実習Ⅳ、
基礎生物学Ⅰ、分子生物学、専攻科実験、
データ解析、工業分析化学

教　授 上　條　利　夫

化学Ⅱ、工学実験・実習Ⅰ・Ⅳ、
分析化学、物質化学実験Ⅰ、材料化学、
アドバンストテクノロジー、
専攻科実験、工業分析化学、応用電気化学

教　授 佐　藤　　　司

工学実験・実習Ⅲ・Ⅳ、材料化学、
物理化学Ⅱ、材料工学実験、
アドバンストテクノロジー、専攻科実験、
実践的デザイン工学実習、工業分析化学、
高分子材料科学

職　名 氏　　名 授業担当科目（下線は専攻科授業科目） 電　話

教　授 斎　藤　菜　摘
化学Ⅰ、工学実験・実習Ⅳ、専攻科実験、
総合技術論、ゲノム工学、工業分析化学

准教授 久　保　響　子

基礎生物学Ⅱ、物質化学実験Ⅱ、
生物工学基礎、生物工学実験、
工学実験・実習Ⅳ、地球環境科学、
工業分析化学

教　授 森　永　隆　志

准教授 伊　藤　滋　啓

工学実験・実習Ⅳ、無機材料化学、
有機材料化学、総合工学Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、
専攻科実験、工業分析化学、
構造有機化学、材料科学

教　授 瀨　川　　　透

化学Ⅱ、工学実験・実習Ⅱ・Ⅳ、
有機化学Ⅰ、物質化学実験Ⅱ、
有機電子論、創造工学実習、
工業分析化学、構造有機化学
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グループ・コース別

化学・生物コース ダイヤルイン　0235-25

准教授 小　寺　喬　之
工学実験・実習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
無機化学Ⅰ・Ⅱ、計測制御、専攻科実験、
工業分析化学

准教授 八　須　匡　和

情報リテラシーⅡ、物質化学実験Ⅱ、
工学実験・実習Ⅱ・Ⅳ、有機化学Ⅱ、
機器分析、材料工学実験、
創造工学実習、工業分析化学

令和６年度　教員一覧

教　授 南　　　　　淳

創造基礎実習、生物、物質化学実験Ⅱ、
生物化学、工学実験・実習Ⅳ、
基礎生物学Ⅰ、分子生物学、専攻科実験、
データ解析、工業分析化学

教　授 上　條　利　夫

化学Ⅱ、工学実験・実習Ⅰ・Ⅳ、
分析化学、物質化学実験Ⅰ、材料化学、
アドバンストテクノロジー、
専攻科実験、工業分析化学、応用電気化学

教　授 佐　藤　　　司

工学実験・実習Ⅲ・Ⅳ、材料化学、
物理化学Ⅱ、材料工学実験、
アドバンストテクノロジー、専攻科実験、
実践的デザイン工学実習、工業分析化学、
高分子材料科学

職　名 氏　　名 授業担当科目（下線は専攻科授業科目） 電　話

教　授 斎　藤　菜　摘
化学Ⅰ、工学実験・実習Ⅳ、専攻科実験、
総合技術論、ゲノム工学、工業分析化学

准教授 久　保　響　子

基礎生物学Ⅱ、物質化学実験Ⅱ、
生物工学基礎、生物工学実験、
工学実験・実習Ⅳ、地球環境科学、
工業分析化学

教　授 森　永　隆　志

准教授 伊　藤　滋　啓

工学実験・実習Ⅳ、無機材料化学、
有機材料化学、総合工学Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、
専攻科実験、工業分析化学、
構造有機化学、材料科学

教　授 瀨　川　　　透

化学Ⅱ、工学実験・実習Ⅱ・Ⅳ、
有機化学Ⅰ、物質化学実験Ⅱ、
有機電子論、創造工学実習、
工業分析化学、構造有機化学

この表は令和６年３月８日現在のものであり、人事異動により授業担当科目等が変更

される場合があります。

助　教 丸　山　祐　樹
化学Ⅱ、応用物理Ⅱ、電気化学、
工学実験・実習Ⅲ・Ⅳ、物理化学Ⅰ

講　師 松　浦　由美子
工学実験・実習Ⅲ・Ⅳ、化学工学Ⅰ・Ⅱ、
工業英語Ⅰ、専攻科実験、工業分析化学

助　教 阿　部　達　雄

生物工学実験、工学実験・実習Ⅳ、
環境とエネルギー、工業英語Ⅱ、
生物物理化学、専攻科実験、
工業分析化学、環境化学

電　話職　名 氏　　名 授業担当科目（下線は専攻科授業科目）
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専門科目

この表は令和６年３月８日現在のものであり、人事異動により授業担当科目等が変更

される場合があります。

佐　藤　誉　範 情報処理Ⅲ

化学Ⅱ、工学実験・実習Ⅲ、生物工学実験

三　村　泰　成 材料力学Ⅰ・Ⅱ、数理科学、数値解析

佐　藤　秀　昭 工学実験・実習Ⅲ

加　来　伸　夫 バイオテクノロジー

鈴　木　　　徹 計算機実習、情報処理演習

松　浦　敏　行

令和６年度　教員一覧

職　名 氏　　名 授業担当科目

佐　藤　健　司 工学実験・実習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

非
　
常
　
勤
　
講
　
師

齊　藤　　　茂 総合技術論

戸　嶋　茂　郎 総合技術論

松　木　英　敏

飯　島　政　雄

澤　　　隆　雄 総合技術論

齋　藤　　　誠

総合技術論

工学実験・実習Ⅰ

佐　藤　勝　彦 総合技術論

電気基礎Ⅰ・Ⅱ、生産工学
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専門科目

この表は令和６年３月８日現在のものであり、人事異動により授業担当科目等が変更

される場合があります。

佐　藤　誉　範 情報処理Ⅲ

化学Ⅱ、工学実験・実習Ⅲ、生物工学実験

三　村　泰　成 材料力学Ⅰ・Ⅱ、数理科学、数値解析

佐　藤　秀　昭 工学実験・実習Ⅲ

加　来　伸　夫 バイオテクノロジー

鈴　木　　　徹 計算機実習、情報処理演習

松　浦　敏　行

令和６年度　教員一覧

職　名 氏　　名 授業担当科目

佐　藤　健　司 工学実験・実習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

非
　
常
　
勤
　
講
　
師

齊　藤　　　茂 総合技術論

戸　嶋　茂　郎 総合技術論

松　木　英　敏

飯　島　政　雄

澤　　　隆　雄 総合技術論

齋　藤　　　誠

総合技術論

工学実験・実習Ⅰ

佐　藤　勝　彦 総合技術論

電気基礎Ⅰ・Ⅱ、生産工学
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場

至
　

鶴
岡

市
内

武
道

館

セ
ン

タ
ー

３
号

館

５
号

館

７
号

館

第
１

体
育

館

野
球

場

２
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館

一
般

教
室

鶴
岡

工
業

高
等
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門

学
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電
気

・
電

子
コ

ー
ス

基 盤 教 育 グ ル ー プ

バ
ス

車
庫

情
報

セ
ン

タ
ー

自
転

車
置

場

自
転

車
置

場

車
庫

池

(女
子

寮
)

(女
子

寮
)

池

車
庫

駐
車

場

体
育

用
具

庫

Ｎ

機
械

コ
ー

ス
情

報
コ

ー
ス

自
転

車
置

場

自
転

車
置

場

第
２

寮

８
号

館

自
転

車
置

場

体
育

器
具

庫

課
外

活
動

室

自
転

車
置

場

自
転

車
置

場

化
学

・
生

物
コ

ー
ス

課
外

活
動

室

第
２

体
育

館

管
理

棟

陶
芸

室

電
気

・
電

子
コ

ー
ス

４
号

館

厚
生

会
館

運
動

場
 

１
号

館

熱
機

関
実

験
室

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

地
域

連
携

第
３

寮

弓
道

場

第
４

寮

守
衛

室

第
５

寮

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

コ
ー

ト

第
７

寮

学
寮

管
理

棟

第
１

寮

国
道

３
４

５
号

線

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

至
　

湯
田

川
温

泉

第
６

寮

機
械

コ
ー

ス

旧
総

合

総
合

メ
デ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

６
号

館

機
械

実
習

工
場

至
　

鶴
岡

市
内

武
道

館

セ
ン

タ
ー

３
号

館

５
号

館

７
号

館

第
１

体
育

館

野
球

場

２
号

館

一
般

教
室

鶴
岡

工
業

高
等

専
門

学
校

　
配

置
図

鈴
木(

大)

・
一
条
・
遠
藤(

健)

石井

▲

五
十
嵐

・

本
間(

浩)

第１体育館
松
橋

第２体育館

１階

高電圧
実験室

電気電子実験室
113教室

非常勤
講師控室 112教室 111教室

就職
相談室

学生

昇降口

学
習
・
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

女子
ﾄｲﾚ

男子
ﾄｲﾚ 資料室

印刷室

倉庫

男子
ﾄｲﾚ 森

電気機械実験室

遠藤(大)

小野寺

研究室２

ロボメカ 高分子

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ研究室

五十嵐

機械材料研究室
電子顕

微鏡室

女子
ﾄｲﾚ

ﾘﾌﾚｯｼｭ

ﾙｰﾑ

就職

資料室

学生課

更
衣
室

物品庫
地域共同
テクノセンター

特１階

資
料
室

ホール ホール

分析室

試作試験室

ﾄｲﾚﾄｲﾚホール

資料

相談室

会議室
多目的

411教室宝賀研究室
田中(勝)

櫻庭研究室内山研究室
男子
ﾄｲﾚ 研究室

女子男子

校長室

秘書室事務
部長室主事室

合同女子
ﾄｲﾚ

男子
ﾄｲﾚ

合同講義室

121教室122教室
ゼミ室
12F

123教室
機能性表面

２階

器材室

女子
ﾄｲﾚ

先端IT

ﾃﾞﾊﾞｲｽ研究室

髙橋(聡)

和
田
・
荒
船 佐々木

研究室１

ロボメカ
女子
ﾄｲﾚ

総務課

ﾘﾌﾚｯｼｭ
ﾙｰﾑ

ﾄｲﾚ
男子

宝
賀

内
山

森
谷
・
タ
ン

神田研究室
共同研究室

阿
部
・
菅
野

中会議室

小会議室
男子
ﾄｲﾚﾄｲﾚ

女子

大会議室

131教室
第1ﾈｯﾄﾜｰｸ

管理室132教室133教室
13F
ｾﾞﾐ室

電子メカトロ実験室

３階

三次元

造型室

髙橋(聡)

（CAD室）

情報処理演習室

製図室
物理実験室

物理実験

準備室

数値解析研究室

竹村

女子
ﾄｲﾚ

ﾘﾌﾚｯｼｭ

ﾙｰﾑ

自学自習室

森木

平井

花元

木村(太)

男子
ﾄｲﾚ

森谷研究室 保科研究室 タン研究室

神
田 ＬＬ教室

遠藤(博)

海洋生物情報

工学研究室

倉田

設計工学研究室

遠
藤(

大)

研究室）
（Ｍコース

山
田
・
上
松

佐
々
木

矢
吹

ユビキタスインテ

リジェンス研究室

環境エネルギー

研究室

本
橋

田
阪
・
廣
田

田
邊
・
酒
井

研究室

荒船

伊
藤(

絵)

野
々
村
・
伊
藤(

卓)
伊藤(絵)

研究室

櫻
庭

田
中(

勝)

1・4号館（機械コース／電気・電子コース），
5号館（情報コース）
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安齋
トライボロジー研究室

和田
宍戸

福祉・医用

デバイス研究室

１階

２階

教
員
室
１

教
員
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２

教
員
室
３
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安齋

自
学
自
習
室

教
員
室
７

教
員
室
６

教
員
室
５

女子

教
員
室
４

ﾄｲﾚ

電子実験室

渡部

宍戸

３階

教
員
室
８

IT/ﾒｶﾄﾛ

研究室

大西

EMC研究室

倉田研究室

保科

男子ﾄｲﾚ

材
料
準

備
室

木村・佐藤(真)

遠田・佐藤(大)

準備室

ﾄｲﾚ
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玄
関

機械実習室

多
目
的
実
習
室

高
度
創
造
加
工
実
習
室

溶
接
実

習
室

電
気
実

習
室

FA準備室

小
野
寺

FA実習室

研究室

熱流体工学

矢
吹

3号館（情報コース）

熱機関実験室

機械実習工場
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安齋
トライボロジー研究室

和田
宍戸

福祉・医用

デバイス研究室

１階

２階

教
員
室
１

教
員
室
２

教
員
室
３

渡部 田中(勇)髙橋(聡)男子ﾄｲﾚ森遠藤(博)

安齋

自
学
自
習
室

教
員
室
７

教
員
室
６

教
員
室
５

女子

教
員
室
４

ﾄｲﾚ

電子実験室

渡部

宍戸

３階

教
員
室
８

IT/ﾒｶﾄﾛ

研究室

大西

EMC研究室

倉田研究室

保科

男子ﾄｲﾚ

材
料
準

備
室

木村・佐藤(真)

遠田・佐藤(大)

準備室

ﾄｲﾚ

男子

玄
関

機械実習室

多
目
的
実
習
室

高
度
創
造
加
工
実
習
室

溶
接
実

習
室

電
気
実

習
室

FA準備室

小
野
寺

FA実習室

研究室

熱流体工学

矢
吹

3号館（情報コース）

熱機関実験室

機械実習工場

無機機能材料
女子

研究室 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 物質化学実験室Ⅱ
トイレ

森永

電気化学 ﾘﾌﾚｯｼｭ
研究室 物質化学実験室Ⅰ

本間(彩) ４階

環境生態研究室 生物有機化学 高分子材料
男子

研究室 研究室ｴﾚﾍﾞｰﾀ-
トイレ

阿部(達) 八須 佐藤(司)

技術
化学工学研究室 分析化学 無機化学職員室 ﾘﾌﾚｯｼｭ

研究室 研究室準備室 伊藤(眞)
石川(琴)

矢作松浦 上條 伊藤(滋) ３階非常勤志村

恒温
教員室1 教員室2 教員室3生物工学 実験室

女子
実
験
室

低
温

ｴﾚﾍﾞｰﾀ-22Fゼミ室FTIR室学生実験室
久保 伊藤(滋)トイレ

森永 阿部(達)
松浦 八須

斎藤

生物系 ゲノム生物工学実験室 教員室5 教員室4 教員室8 教員室6
教員室 実験室 ﾘﾌﾚｯｼｭ

221教室 ﾙｰﾑ 瀨川
南・久保 南 久保 上條 佐藤(司) 斎藤 ２階丸山

ルー

ム

ク
リー

ン

ﾘﾌﾚｯｼｭ 男子Ｘ線
会議室 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 一般化学・分析化学実験室

回折室 ﾙｰﾑ トイレ

応用微生物

実験室
ﾌｨｰﾙﾄﾞ

科学
ICP/分析機器 天秤室 研究室 機器分析実験室玄関211教室AAS室実験室

伊藤(卓) １階

合成有機

研究室

丸山 瀨川

教員室7

動物
飼育室

2・6号館（化学・生物コース）
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５階４階

１階 ２階 ３階

化学･生物ｺｰｽ
第9教員室

情報ｺｰｽ
第6教員室

佐藤(淳)

第7教員室

大西

（Ｅコース

研究室)ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ
佐藤(淳)

工学専攻研究室

機械電気ｼｽﾃﾑ

711教室

712教室

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

722教室

721教室 731教室

732教室

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

小寺

小寺

化学ﾌﾟﾛｾｽ

工学実験室
(分析)

基盤教育ｸﾞﾙｰﾌﾟ

sisetu

7号館



５階４階

１階 ２階 ３階

化学･生物ｺｰｽ
第9教員室

情報ｺｰｽ
第6教員室

佐藤(淳)

情報ｺｰｽ
第7教員室

大西

（Ｅコース
研究室)ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

佐藤(淳)

工学専攻研究室

機械電気ｼｽﾃﾑ

711教室

712教室

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

722教室

721教室 731教室

732教室

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

小寺

小寺

化学ﾌﾟﾛｾｽ

工学実験室
(分析)

7号館

男子ﾄｲﾚ

講義室１ 講義室２

ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀｰ 倉庫

３階

２階

１階

女子ﾄｲﾚ ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀｰ 自学

自習室

大　講　義　室

実験室１ 実験室２

玄関
ﾍﾞｰﾀｰ
ｴﾚ多目的

ﾄｲﾚ
男子ﾄｲﾚ

8号館
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ｻｰﾊﾞｰ
ｽﾍﾟｰｽ

ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀｰ

女子
ﾄｲﾚ

男子
ﾄｲﾚ

多目的ﾄｲﾚ

玄関

ホール
多目的

交流室

準備室

倉庫
１階

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教室

ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀｰ

視聴覚室

ホール

ﾒﾃﾞｨｱﾙｰﾑ

閲 覧 室

２階

事務室男子
ﾄｲﾚﾄｲﾚ

女子

情報演習室１

本間(康)

デジタル
サロン

情報
演習室３

情報

演習室２

情報

演習室４

金研究室

機械室

ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ

研究室

今野
第2ﾈｯﾄﾜｰｸ

管理室 男子

ﾄｲﾚ

玄関

教員室

金

田中(勇)研究室

旧総合情報センター

総合メディアセンター
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ｻｰﾊﾞｰ
ｽﾍﾟｰｽ

ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀｰ

女子
ﾄｲﾚ

男子
ﾄｲﾚ

多目的ﾄｲﾚ

玄関

ホール
多目的

交流室

準備室

倉庫
１階

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教室

ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀｰ

視聴覚室

ホール

ﾒﾃﾞｨｱﾙｰﾑ

閲 覧 室

２階

事務室男子
ﾄｲﾚﾄｲﾚ

女子

情報演習室１

本間(康)

デジタル
サロン

情報
演習室３

情報

演習室２

情報

演習室４

金研究室

機械室

ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ

研究室

今野
第2ﾈｯﾄﾜｰｸ

管理室 男子

ﾄｲﾚ

玄関

教員室

金

田中(勇)研究室

旧総合情報センター

総合メディアセンター

ＳＳＲ
（ｽﾍﾟｼｬﾙｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ）

倉庫

教職員用

多目的ﾙｰﾑ 相談室

資料室

吹抜

ホール

ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀｰ

多目的
ﾄｲﾚ

女子
ﾄｲﾚ

男子
ﾄｲﾚｼｬﾜｰ室

保健室

休養室

２階

食 堂

厨房

倉庫
休養室

廊下

ホール

ﾄｲﾚ
玄関

売店

ｴﾚ
ﾍﾞｰﾀｰ

１階

厚生会館
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